
Ver.20091110 
 

Archives Tips ― アーカイブズの情報をみなさまに ― No. 11 

機機関関アアーーカカイイブブとと収収集集アアーーカカイイブブ  

 一言で「アーカイブズ」といっても、国立公文書館の

ような国レベルのもの、地方自治体レベルのもの、さら

には民間企業が設置している企業アーカイブズや本学

大学文書室のような大学アーカイブズなど、さまざまな

タイプの組織があります。一般に、アーカイブズ組織が

収集・整理・保存・公開する資料群は、二種類に大別で

きるといわれています。機関アーカイブ（Institutional 

Archive）と収集アーカイブ（Collecting Archive）が

それです。 

前者は、親組織による事務や事業活動の諸記録であ

り、業務上の直接的な利用価値の低下にともなってアーカイブズ組織に移管される資料

群のことをいいます。事務組織における保存期間が満了した法人文書などがこれに該当

します。こうした資料は、近年よく聞くようになった

CSR（企業の社会的責任）活動を下支えしているとい

う側面もあります。 

後者は、いわゆるコレクション資料であり、前者の

ように自然発生的なものではなく、アーカイブズ組織

が特定の意図をもって積極的に収集する資料群のこ

とをいいます。創立者関係資料、稀覯本（きこうぼん）、雑誌・

新聞記事スクラップや個人寄贈資料のように特定の

テーマなどについて収集・寄贈された資料などがこれ

に該当します。このような区分は、資料群がどのような経路でアーカイブズ組織に持ち

込まれるようになったのかという観点によるもので、各資料の保存あるいは公開の方法

などに差異をもたらすものではありません。 

通常、アーカイブズ利用者の立場からみると、保存資料の出自または入手経路はそれ

ほど重要な問題ではなく、むしろ目的とする資料を利用でき

ること自体が最大の関心事であるといえます。その点におい

て、アーカイブズ組織においては、機関アーカイブあるいは

収集アーカイブの区別なく、保存資料群を統合的に管理した

うえで、公開することが求められることになります。ただし、

資料公開の際には、すべての保存資料が一定の同一ルール

（プライバシー保護などの観点による公開・非公開の基準な

ど）に基づいて利用の制限を受けることは避けられません。 

 

 

http://www.aichi-med-u.ac.jp/amua/index.html 
電話 ０５６１（６２）３３１１(代) 内線１２６５ / FAX ０５６１（６２）４６６２ / Email: archives@aichi-med-u.ac.jp 

編集： 愛知医科大学 大学文書室 


